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①多摩 30 市町村の発行する長期計画等の計画書や各種報告書、広報紙などを、市町村の協力
　により収集している。なお、広報紙は、常に最新のものが閲覧できるように努めている。
②国や東京都が発行する計画書等についても、同様に収集に努めている。
③多摩地域の様々な情報を発信することを得意とするタウン誌の閲覧・配布を行っている。
④書籍類については、生涯学習（セカンドライフ）にかかわる分野の書籍や市民活動の参考と
　なる書籍を収集するようにしている。
⑤その他にも、当センターの助成団体及び会議室登録団体の活動チラシや、ボランティアセン
　ター、社会福祉協議会、助成財団等の機関紙・チラシなどの配布やポスターの掲示を行って
　いる。

　「市民交流・資料室」では「多摩地域の広報紙や基本計画」「（公財）東京市町村自治調査会
の調査研究報告書」「TAMA らいふ 21 の記録」等を収集し、提供する場としている。これら
の資料は、自治体職員や関係者、一般の方にも公開している。

【市民交流・資料室】
●場　所　　府中駅北第 2 庁舎 6 階（多摩交流センター内）
●利　用　　月曜日から金曜日 ( 午前 9 時から午後 5 時 )
　　　　　　土・日・祝日及び夜間は、会議室の貸出がある場合に利用可

情
報
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1. 情報の収集と公開

❶多摩に関する情報の収集・提供

「TAMAらいふ 21」関連資料コーナーセカンドライフコーナー
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　当調査会では、昭和 61 年の設立以来、多摩・島しょ地域の広域的・共通的な行政課題や市
町村が抱えるその時々の課題などをテーマに調査研究を行い、その成果を報告書としてまとめ
ている。また、行財政等に関する基礎データを収集し、調査・分析した統計資料を発行している。
これらの報告書、統計資料についても、「市民交流・資料室」において閲覧の場を提供している。
なお、報告書等に在庫がある場合は無料で配布を行っている。
　発行した報告書等については、当調査会ホームページ中の「調査研究」コンテンツに PDF
形式により公開している。

❷（公財）東京市町村自治調査会発行の調査研究報告書等の公開

❸「TAMA らいふ 21」の記録や関連資料等の公開
　多摩交流センター開設当時、TAMA らいふ 21 協会から引き継がれた資料等を分類及び整
理し、閲覧に供する資料類は報告書・白書類 214 点、ビデオテープ 130 巻となっている。
　その、「TAMA らいふ 21」の多様な成果物は、TAMA らいふ 21 白書をはじめ、記録、写真集、
研究会報告書、地図、ビデオテープ、ＣＤ等となっている。
　なお、「TAMA らいふ 21」にかかわる資料は、「シリーズもの」「ガイドブック・マップ」「写
真集」「百年の歴史」「計画書・基本構想」「キャンペーン・報告書」「多摩地域特有のテーマに
関する公共出版物、報告書」「都の出版物」「国の出版物」の分類により 126 ページの「TAMA
らいふ 21 に関する報告書など」に掲載する。また、当調査会ホームページ中の「多摩交流セ
ンター」のコンテンツ「刊行物・出版物の展示」欄において公開している。

「TAMAらいふ 21」関連資料
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収集・公開資料一覧
「TAMA らいふ 21」に関する報告書など
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冊子・「多摩新時代の創造に向けて」TAMAらいふ 21白書
　　・「TAMAらいふ 21」写真集　

ビデオ・「TAMAらいふ 21」の記録
　　　・多摩東京移管百周年記念事業
　　　　「32市町村長が語る多摩の未来」

これらの資料は、多摩交流センター「市民交流・資料室」にて自由に閲覧することができる。
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2. 機関紙の発行

　当調査会の機関紙は、平成２４年４月に公益財団法人に移行したことを契機に「不特定かつ
多数の者の利益の増進に寄与」するという公益の趣旨にかんがみ、より広く一般に分かりやすく、
効果的かつ効率的な情報発信を企図し、これまでの市町村職員向け機関紙「What’s New?」
と一般市民向け機関紙「多摩のかけはし」を一本化し、新たに機関紙「ぐるり 39」を「市町
村職員も含めた多摩・島しょ地域の一般市民」を対象とし、発行している。

　TAMAらいふ21白書には、新しい情報交流センター
が「多摩の情報発信基地として、センターの活動や市
民ネットワークの活動の成果を紹介するとともに、多
摩の広域的情報を一般市民に提供する情報紙を発行」
することを期待すると盛り込まれていた。平成 6 年 7
月の開設早々、当センターが発行する新しい情報紙の
愛称公募が行われ、稲城市在住の市民から提案された

「多摩のかけはし」と命名された。

機関紙【ぐるり 39】
■名称　「ぐるり 39」
　多摩・島しょ地域の 39 市町村をぐるりと巡って見渡し、地域全体の
　連携や活性化を図っていこうという意味が込められている。
■発行　毎月 1 日（創刊号：平成 25 年 10 月 1 日）
■部数　15,500 部
■配布場所　各市町村窓口、多摩交流センター等
■当センター関係情報は、　「多摩交流センターだより」のページで掲載

❶機関紙「ぐるり 39」の紹介

❷旧情報紙「多摩のかけはし」

　多摩のかけはし創刊号は、平成 6 年 9 月 28 日に発行され、当初は 3 ヶ月ごとであったが、
平成 7 年 5 月発行の第 4 号から隔月刊となった。
　その後、平成 11 年 11 月には「多摩交流センター五周年記念特集」の発行、平成 14 年 9
月には第 50 号を、平成 23 年 2 月に第 100 号を、平成 25 年 8 月に第 115 号（最終号）を
発行し新たな機関紙「ぐるり 39」に移行している。
　なお、旧情報紙「多摩のかけはし」は、様々な活動や事業を PR し、その成長やあゆみをみ
ることができる記録・資料となっている。
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3. 東京 TAMA タウン誌会との連携

　「東京ＴＡＭＡタウン誌会」は「多摩東京移管百周年記念事業―TAMA らいふ 21」をきっか
けに組織された、多摩地域のコミュニティペーパーの連合組織である。
　なお、平成１３年１月から名称を「西東京タウン誌（紙）会」から「東京 TAMA タウン誌会」
と改称している。
　「TAMA らいふ 21」では多摩地域全域を対象とした機関紙の編集・制作に携わり、同事業終
了後は事業の成果を継承した多摩交流センターと、多摩地域の活性化に向けた情報発信などに
おいて連携している。

❶東京ＴＡＭＡタウン誌会の概要

【東京ＴＡＭＡタウン誌会】

■法人区分　多摩地域のコミュニティペーパーの連合組織（任意団体）
■主な事業　各種研修及び情報収集などの提供
　　　　　　タウン誌・紙を用いた共同取材、共同出版や広報活動
■役員　会長、副会長、会計、監事を置き輪番にて交代。平成 26 年度の会長は西多摩新聞社
■会員　5 団体

　当センターは、東京ＴＡＭＡタウン誌会との連携を継続してきた。その成果としては、多摩
地域の活性化等を図る出版物の発行や多摩地域で活躍する団体（人）や取組みなどの情報発信
等がある。

❷東京ＴＡＭＡタウン誌会との連携とあゆみ（成果）

【1. 出版物を通じての多摩地域の活性化】

ア：「タウン誌が見た！多摩いきいき商店街」（A 判、126 ページ）

　平成 11 年３月、長引く不景気のもとで沈滞ムードにある多摩地
域の商店街を活気づけるため、同タウン誌会に「タウン誌が見た！
多摩いきいき商店街」の執筆・出版を委託した。これは、武蔵野・
多摩地区で元気な地元商店街の様子を独自の視点で描いたもので、
長引く不景気や大型店の進出をしのいで頑張る 19 商店街の取組み
を紹介し、地域の活性化につなげようとしたものであった。各タウ
ン誌が日常の取材活動で把握している商店街の活躍の状況をコンパ
クトで読みやすいものにまとめ、深みと親しみのある本に仕上がっ
た。新聞でも大きく取り上げられ、反響を呼んだ。



情
報
の
収
集
と
発
信

Ｐ
Ａ
Ｒ
T
７

134

東
京
T
A
M
A
タ
ウ
ン
誌
会
と
の
連
携

イ：「ＴＡＭＡ公共施設ガイド 2001」（A5 判 112 ページ）

　平成 13 年５月、多摩地域の公共施設情報を収集した「TAMA 公
共施設ガイド 2001」を発行した。タウン誌会が独自の視点で選ん
だホットな施設－東京スタジアム、府中美術館、アクアブルー多摩、
三鷹の森ジブリ美術館－など 24 の施設や公園を紹介している。施
設へのアクセスを容易にする CD-ROM を添付し、その中には多摩
のホームページリスト約 900 件も収録されている。直接ホームペー
ジに繋がる意欲的な CD-ROM がこの時点で作成されていたことは
先進的な試みとして大いに評価された。

ウ：「多摩交流センター 10 年の歩み
　　 市民ネットワーク活動とともに」（A4 判 107 ページ）

　平成 17 年２月、当センター開設 10
周年を記念し、「多摩交流センター 10 年
の歩み　市民ネットワーク活動とともに」
を発行した。「多摩東京移管百周年記念
事業　TAMA らいふ 21」成果の継承と
発展を目的として設置された当センター
の経緯や、市民ネットワーク活動のあり
方などが掲載されている記念誌である。

エ：「多摩セカンドライフ大満足事典」
　　（Ａ４判 164 ページ）

　平成 21 年 10 月、団塊世代の方々が豊かなセカンドライフを送
るためのヒントや具体例を提供した「多摩セカンドライフ大満足
事典」を出版した。これは、団塊の世代の大量退職を引き起こす
とされた「2007年問題」がきっかけとなったもの。住み慣れた地
域で第二の人生を踏み出す方々の第一歩を支援したいと、当セン
ター機関紙「多摩のかけはし」に多摩地域で生き生きと暮らす先
輩たちの活動の一端を紹介する「多摩の元気『私のセカンドライ
フ』」の連載記事の延長から生まれた。団塊世代の方々が、多摩エ
リアに定住し、元気に活躍するため「まだまだ働く」「地域・社会
貢献」「趣味を楽しむ」「まだまだ学ぶ」など “ 行動する ” キッカケ
となる情報を満載した本で、新聞や NHK でも取り上げられ、おお
きな反響を呼んだ。
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【2. 多摩地域で活躍する団体（人）や取組みなどの情報発信等】

ア : 多摩交流センターと東京 TAMA タウン誌会の
    「共同企画記事」

　東京 TAMA タウン誌会が多摩地域の様々な情報を取材、編集
し、その事を多摩交流センター機関紙「多摩のかけはし」並び
に東京 TAMA タウン誌会のそれぞれのタウン誌に掲載する共同
企画記事は、平成９年１月の第 14 号「地域の情報－奥多摩山
染紡－」が最初で、以後第 18 号から第 61 号までに 19 回掲載
された。テーマは、西多摩山村地域、多摩の交通、多摩の小径、
多摩の手仕事、多摩の市民団体の紹介などであった。
　さらに、平成 17 年の第 64 号から第 112 号までは掲載記事をシ
リーズとし「多摩の元気」「多摩の元気『私のセカンドライフ』」「多
摩をつなぐ」のメインテーマに沿った人や団体、活動事例を 39 回
掲載した。読者にとって地域の情報源としての役割を果たしてきた。
　なお、「多摩の元気『私のセカンドライフ』」は、前述のとお
りこの連載記事の延長から「多摩セカンドライフ大満足事典」
の発行につながった。
　その後平成 23 年に東日本大震災が発生し、共同取材の対象は
多摩地域と被災地との関係に向けられた。現地への支援活動を取
材する一方で災害の教訓をいかに多摩の暮らしに生かすかなど、
地域で進むさまざまな活動に焦点を当てて震災の教訓を発信した。
　「共同企画記事」は、当調査会の公益財団法人移行にともない
機関紙の統合や島しょ地域へも情報発信することになり企画を
終了した。

イ : 広域的市民ネットワーク活動等事業助成団体アンケート調査

　平成 25 年 11 月に「広域的市民ネットワーク活動等事業助成団
体アンケート調査」を実施。当センターが助成支援してきた市民
団体及び助成対象以外の多摩地域で活動する市民団体の活動状況
について、常日頃からそれぞれのエリアで多摩地域の市民活動を
把握している東京 TAMA タウン誌会に調査を委託し、市民活動の
状況や活動にかかる課題・問題点、及び当センターに要望する支
援等をまとめ、今後の市民活動のあり方を報告書とした。
　なお、この調査結果を基に「PART3 広域的市民ネットワーク
活動等の現状・課題・今後の方向性～調査結果の分析から～」（27
ページ）として編集し記載している。
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❶西多摩新聞
❷株式会社西多摩新聞社

／代表取締役・柴﨑　斉
❸昭和 25 年 6 月 1 日創刊／週刊発行（毎週金曜）
❹東京都西多摩地域、青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、　       
　 瑞穂町、奥多摩町、日の出町、檜原村を主な取材対象とする　
　 ／ 15,000 部発行
❺宅配と郵送
❻〒 197-0022　福生市本町 33 番地 TEL042-552-3737（代）
❼ http://www.nishitama-shinbun.co.jp
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■東京ＴＡＭＡタウン誌会　　会長　柴﨑 斉　

　日頃は多摩の各地で情報発信を行っている「東京 TAMA タウン誌会」のメンバーは多摩市、
武蔵野市、府中市、小平市、福生市にそれぞれが拠点を構える地域メディアです。「TAMA
らいふ 21」をきっかけに集まり、20 年という歳月は当タウン誌会にとっても多くの視点を
養う機会となりました。
　先に紹介した多摩交流センターとの連携を通して得た視点は、一つは自然の豊かさを持ち、
区部とはどこか違った人間関係や地域活動、そして抱える課題の共通性を持っているというこ
とでした。また良い意味で、各地域が独自性を持っているということにも気づかされました。
これらの独自性は、他地域が見本にしたり、共有することに有効であると思います。
　ここ数年の同センターの助成対象が 20 年前とは明らかに様相が違ってきていることも知
りました。子育て、介護、まちづくりといったテーマの事業がそれに当たります。趣味や文
化活動が地域間交流の一つの軸であると同時に、社会事業的な活動が地域をつなぐ大切な活
動であると感じます。今後 10 年も経つと共通課題である少子高齢化は、さらに顕著になり、
子育て、介護、まちづくりなど、現在の助成事業の成功事例は貴重な成果となります。これ
らの情報を得て、いかに皆さんの地域に合った形にアレンジしていくかが大切であることは
言うまでもありません。

〈寄稿〉成熟社会へ向かう多摩の地域メディアとして

❶週刊もしもししんぶん
❷有限会社多摩ネットワークセンター

／代表取締役・長谷川由富
❸昭和 60 年 9 月1日創刊／週刊発行（毎週金曜）
❹多摩市・八王子市・稲城市・町田市

／ 95,000 部発行
❺ポスティングによる戸別配布
❻〒 206-0033　多摩市落合 2-38-103

 TEL042-337-1888（代）
❼ http://mosimosi.biz/

❶媒体名
❷発行会社と代表者
❸創刊年と発行日（週刊など）　
❹取材エリアと発行部数
❺配布方法
❻問い合わせ先住所と電話
❼ＨＰ
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あくまで軸は地元において取材し発信する

　情報の入手、発信は 20 年前とは比べものにならないほどの速度と量に変化しました。10
年後の変化は予測もつきません。現に携帯端末を使った情報交換は、昨日あった出来事すら忘
れさせてしまうほどのスピ－ドで、私たちの生活にのしかかっています。一方で、精神的な距
離感は家族であっても広がるような気がします。
　将来に向けて地域のメディアも連携し、スピード感を持って情報発信を行わざるを得ませ
ん。将来的には共通のタウン誌会としての情報発信を行なっていく予定で準備をしています
が、「多摩をつなぎ、多摩の中で生き生きと暮らすための情報発信を行なう」ことは 20 年前
と変わらぬ当タウン誌会のスタンスです。
　当タウン誌会の各メディアは、それぞれ 30 年以上にわたって、地域とともに活動し、親し
まれてきた媒体です。日刊紙や大手フリーペーパーとは違った視点や人間関係をこれからも大
切に連携していくこと、同時にあくまで軸足は地元に根を下ろして情報発信していくことが、
多摩をつなぐことになると思っています。
　多摩交流センターが、これからも多摩地域をつなぎ、支える人材を輩出していく一助となる
ことをお祈りするとともに、私たちも地域の皆様の期待に沿えるメディアとなるよう切磋琢磨
してまいります。

❶ほのぼのマイタウン
❷ほのぼの情報ネット／代表・松永和子
❸昭和 61 年 5 月創刊／隔月（偶数月）発行
❹ 小平市・東久留米市・東村山市・清瀬市・西東京市
　 ／ 35,000 部発行
❺公共施設　金融機関、郵便局、大手スーパー、病院、
　 飲食店、スポンサー店等にスポット置き
❻〒187-0001　小平市大沼町 5-18-17

TEL042-308-8888
❼ http://honobono-mytown.com/

❶ふちゅうファミリープラザ
❷ふちゅうファミリープラザ

／代表・大沢　稔
❸昭和 59 年７月１日創刊／季刊
❹府中市／ 5,000 部発行
❺ポスティング
❻〒183-0046　府中市西原町 3-23-3

TEL042-572-4044　FAX042-572-4067
❼ http://shop.aokai.or.jp/units/36251/family-p/

❶週刊きちじょうじ

❷株式会社吉祥寺情報センター
／発行人・大橋正治
　編集人・大橋一範

❸昭和 50 年３月 14 日創刊
／週刊発行（毎週金曜）

❹吉祥寺を中心とする
武蔵野市＆三鷹市
／ 10,000 部発行

❺会員店、公的施設
❻〒 180-0003 武蔵野市吉祥寺

南町 1-4-1 井の頭ビル７F　
TEL0422-48-7741

❼ http://tokyo-net.ne.jp
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4. その他

　多摩交流センターは平成 10 年 4 月にホームページを開設した。その後平成 13 年 7 月には、
当センターのホームページを（財）東京市町村自治調査会のホームページに移行した。さらに、
平成 24 年には当調査会の公益財団法人移行にともない、ホームページ全体の構成及び各コン
テンツの改善を行い、「より速く」「より分かりやすく」「より充実した」ホームページを目指
し積極的な情報提供に努めている。

【ホームページの概要】
■ URL　http:// ｗｗｗ .tama-100.or.jp/

ホームページ開設とコンテンツ



※ ホームページからも当センター会議室の予約状況の確認や申込みができます。 

ホーム（トップページ） 新着情報、お知らせ、 Information 市町村職員の方向け、Information 一般の方向け 

自治調査会 
自治調査会の紹介、基本情報、機関紙「ぐるり 39～自治調査会だより～」、情報提供誌「自治調査会ニ
ュース・レター」、機関紙「What’s New？」、多摩交流センターだより、普及啓発活動、ホームページの運用 

調査研究 
調査研究、調査報告書（分野別）、調査報告書（年度別）、統計資料、調査研究発表フォーラム、情
報提供誌「自治調査会ニュース・レター」 

共同事業 市町村共同事業、みどり東京・温暖化防止プロジェクト 
市民活動支援 広域的市民活動等の助成、助成団体イベント情報、施設・設備の利用 

多摩交流センター 

多摩交流センターの紹介 ・多摩交流センターとは 
・多摩交流センターの所在地 

多摩交流センター開設 20周年事業 開設 20周年記念事業 
市民活動支援 ・広域的市民活動等の助成 
助成団体関係 ・助成団体の一覧等 
生涯学習 ・TAMA市民塾の紹介 

・TAMA市民塾塾生募集 
・TAMA市民塾日曜講座 

多摩発・遠隔生涯学習講座 ・遠隔講座の紹介（外部サイト） 
施設・設備の利用 ・会議室の予約状況 

・会議室の抽選結果 
・会議室のご案内 
・市民交流・資料室のご案内 
・印刷・ロカー室のご案内 
・施設設備の利用・登録方法 
・会議室利用登録団体一覧 
・会議室の予約申し込み 

多摩交流センターだより ・機関紙「ぐるり 39」 
刊行物・出版物の展示 ・TAMA らいふ２１に関する報告書など 
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